
凶-4 電鉄用交流変電;91 111線結線凶

CTx 2 
69KV 

1 1γ5A 

52R 受電m 記流しゃ断器
54F き電III 記流しゃ断器
89F き電m断路器
44F 距離継電器
OF 冊目Ií卸1t i原則変圧器
T r き屯瑚変圧器
s c 直列 コンデンサ
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っ て変川:烈の l付 m~で電rr.降ドカ;lk じ， 'df ' !(線のき電電!lが変動
するのを避けるため，表、圧v，:， ('i l! 曲!;t も 合めた)のイ ンピーダγλ

降下を~1ìti1す る ため， そ う入されてい る 。ー )j 作柄 |の他の一端は

それぞれ 22KV ， M相および Tキ1J/t!線に緩和'しされ，各ほ線から

き 'tifm交流し ゃ ItJi?:，を経て定車線に後続される。定*線J正l也.

hI絡が故の()止設は出 3 瑚t継TE加を (y~川 して保護|パ /i:Jのが放を縦突

に検/1\し，き 'J~斤J x流しゃ断加を I IfJ JiXさせる 。

なお l白骨ft ílïlúW. 火対L変 '，[19iを川わず主要UE?:H牧ÌÁγ?:HIJ 笈JI

?:， - 幣流 ?:i ， き 'it;:Jl J 変円 ， ?:.;)が 1 fì し か， i生 îi't されず， H!iiの変

!反 日;iのない変電所を単位変電所 と il.yんで いる 。 こ の I jl. (主役泣け「

方式を採月jする場合は，変川r9í の川似をやや狭くする とと もに，

変屯所容量にも幾らか余硲を)5'えて，事故あるいは「ド業で一つ

の変電所の主党成田tを停止しても， 1減J主変11;:所で列車負荷に耐

え.列車運転に重大な支障を U えないように計幽されている。

単位変電所方式をt%mするか， あるいは予備変成?:iを持 った大

容量変電所方式を燥用するかは， ~出;(，線 1;< の輸送監，列車単

位出力等線区の 'Jç ↑Jfを総合して，いずれが経済的に有利かを考

慮して決定する必要がある。ー」血流同速度しゃ断然。 直訴L き

1lt líi]路の~護。 (橋脇一成)

てんどうはってんき 電動発電後 (信号用) (英) motor 

generator 交流電化|瓦 間の構内軌道凶路または新幹線電車電

流の誘尋妨害をうける現在線軌道回路の電源!日として使用して

てんどうはっ

いる 。

発電機には，永久磁石形発電機 (permanent magnet motor 

generator 以下 P， M.G. という。)を使用している。一般の M.G.

は界磁コ イルに電庄を加えなければ出力電圧は発生しないが，

P.M.G. は界磁鉄心に永久磁石を使用して滋石臼身が発生する

儀束を利用しているので， 電動機の入力電源が瞬時停電しでも ，

1"1転 (1主的性作用により回転を続けるので， 負担j側には停電状

態が発生しない。 また刷干 の取替え，集電環の偏摩耗による補

修~l'の保守作業は必要がなくなる。

1- 記の区間で軌道継電探の局部相と軌道相に同一自己'電線から

配電すると， レーノレの折鍋またはレ ーノレ ポ γ ドが脱落した場合

には，両側のレーノレを流れる電車電流が不平衡になり ，軌道回

路のi差受電端に取り付けたインピ ダ γ スポンドの 2 次恒11に妨

害電n が発生し，この電圧による電流が軌道継電総の軌道コイ

ルと，配電線を経て局部コイルに流れ，軌道継電~が誤動作す

る状態になるので，発電機を次のような構造のものと して， 2 

+1 1 の :1: j)電圧が発生するようにし，両日電線を 2 相 4 線式とし

ている 。

発電|幾は， 2 組lの コ イ ルを互いに 90。電気角度にしたスロ ッ

ト に収め，回転軸を電動機と同軸にして回転磁界 と 逆方向に何

転、するもので，出 jJ電圧の周波数は， 電動機入力電圧が 50c/s 

の場合には待相とも 83.3 c/s が，また 60c/8 の場合には 100c/s

が発生し ， 電圧は各相とも1l0V で， 2 相の電圧{立相差が 90 '

で発生する。

や~i虹1には，電

動機人力電源に

より ì j'l.仰と 3 相

周 と があり， 1(1 

:t fl月!には1. 5. 3 

(写真ー 1 ) ， 5K 

VA が . Hfl 用

tこ f13. 5, 7.5, 

10, 15 (写真一2)

KVA があるo

)ê íTr機 LU 力は，

軌道相 と局部相

とが 1 ・ 1 にな 写真ーI 電動建電機(単栴 3KVA 用 )

っ てい る 。

電動機が起動

する際には多量

の'i[ ÌÁ{が流れる

ので， I ， ij .. _配電

線にJ主統されて

し、 る 他の負荷に

影響を与える場

合があ る。この

よ う な場合には

起動電流を低く

するために，起 写真弓電動発電機 (3 柑 15KVA 用)

1Yf補償r.~を取り付けて使用する。また同一系統の配電線に数多

くの P. M. G. が設備されると，電源が停電して回復した場合

には， 各 P.M.G. がい っせいに起動を開始するので，配電線へ

の影響が大きく，各 P.M.G. は所定の時間に規正電圧の発生が

不可能になる場合があるので， P.M.G. ごとに適当な時素に調

整した時棄継電器を取り付けて， 起動を順次行なう ようにする 。

図は， P.M.G. を使用した場合の軌道回路の椛成を示したも
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